
関西2019・20・21委員会 提言概要 「関西は１つ～2021年に向けて関西全体でビジョンを共有しよう～」
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※ 関西について、2014年実績は観光庁「訪日外国人消費動向調査」
結果を用いた推定値。
2020年目標値は関経連「関西広域観光戦略（案）」による。

（資料）観光庁、日本政府観光局（JNTO）、関西経済連合会

訪日外国人旅行者数の実績と目標
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ラグビーW杯

東京オリンピック・
パラリンピック

2019
• 来日観戦者数予想30～40万人
• 関西は大阪府・東大阪市、神戸市の2都市での開催決定
• 開催期間は約7週間と長期間に

2020

関西ワールド
マスターズ
ゲームズ
（ＷＭＧ）

2021

国際イベント 概要

• 文化プログラム：全国での開催を計画中
• 経済効果（生産誘発額）は、全国で約3兆円

（招致委員会試算）

• 参加者は約5万人、うち2万人は外国選手を目標
• 競技種目は陸上競技、サッカー等コア必須16種+オプショ
ン競技（ラグビー、野球等）を検討中

• 経済効果は、約140億円（関西広域連合試算）

三大スポーツイベント開催後も見据えた、関西全体の持続的な活性化に向けた取組みが必要

（資料）本委員会会合資料より作成

各イベントの概念
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•本委員会では、三大スポーツイベント（ラグビーW杯、東京オリンピック・パラリンピック、関西ワールドマスターズゲームズ）が開催される2019～2021年をターゲットイヤーとし、関西の課題の洗出しを実施。
さらに、2021年以降も見据えた長期的な観点から、関西の活性化策を広範に議論した。

•本提言では、スポーツイベントの開催に焦点を絞り、特に関西で開催されるワールドマスターズゲームズが地域へ与える効果を最大化するための取組み等を提言。
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（提言2）ＷＭＧを成功させるための取組みを実行しよう

アクション

（提言3）2021年以降に関西に残すべきものを明確化しよう

レガシー

官民あげての様々な観光推進施策さらなるインバウンドの拡大 国際的なスポーツイベントの開催

ＷＭＧに向けて、関西が1つになってビジョンを策定・共有し（提言1）、地域が主体となった取組みを実行（提言2）することで、関西全体としてのレガシー創出を（提言3）

観光立国実現に向けた
アクション・プログラム2014

関西広域観光戦略

政府

関西圏

関西全体で理念を共有する仕組みの構築

ビジョンによる一体感の醸成・機運を高める

・WMG組織委員会の傘下等にビジョン策定に向けた検討委員会を設置
・インバウンド推進の観点から、「広域観光研究会」との連携
・関西における「スポーツ」の意味を考える

【ビジョンの例】 Share & Social
～性別・年齢・国籍・障がい等を問わず、みんなが参加し、

社会が支えるというコンセプト

・各地で開催される既存のスポーツ大会等に共通のビジョンを使用

「場」と「輪」と「和」の提供に向けた取組みの実行

・場=ロケーション ： 大会・イベント・練習会場の確保 等
・輪=コミュニティ ： 運営団体、スポンサー、クラブ運営、教育との連携
・和=サービス ： 文化プログラム等の実施

社会問題の解決

大会ビジョンと「はなやか関西」の継続的活用

京都・神戸・大阪等の関西圏の同友会による連携

・関連施策の推進を定期的にチェックし、次のアクションへの
課題提起等を行う

国際的なスポーツイベントを持続的に誘致するための取組み

・生涯スポーツの聖地へ⇒「関西」といえば「生涯スポーツ」の定着

・運営ノウハウの蓄積、ボランティア・通訳等の人材養成

・マスターズデー、マスターズウィークといった記念日の制定

・大会前に、レガシーを明確化（数値目標の設定）

（提言1）2021年のＷＭＧに向けて、
オール関西で共通の理念を策定・共有しよう

資料２



三大都市圏の名目ＧＤＰは
2.5兆ドル（250兆円）

【参考】今後関西で予定されているプロジェクトの進捗計画 （予定）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 ～2030年

ラグビーW杯

○開催
（関西は神戸、

東大阪）

東京オリパラ

○開催

ＷＭＧ

○組織委設立 ○競技場検討開始 ○オークランド大会

○プレ大会？

○開催

共通

IR

○ＩＲ推進法 ○IR実施法
○区域決定
○事業者認可

○建設開始 ○IR一部開業

USJ

○USJ新エリア開業 ○大型投資を継続する予定

関西国際空港

○一次入札
○二次入札
○優先交渉権者
決定

○民間事業者による運営（2016年4月頃～＜運営期間は40～45年 程度：2060年頃終了>）：空港の魅力度向上
○新LCCターミナル（Ｔ3）供用開始（2016年度以降）

うめきた2期

○更地化完了 2015年まちづくり方針決定、2023年までは基本的に工事中（○地下化・新駅設置工事、 ○道路・「みどり」 の工事、○民間事業者募集・事業着手） 2023年度：新駅開業
2026年度：整備完了

リニア
（JR東海案）

○名古屋-東京
計画認可

○着工開始
工事期間

2027年：名古屋開通
(同時開通）

2045年：新大阪延伸

北陸新幹線

○金沢開業

工事期間

2022年度：敦賀開業

ミッシングリンク

関
西
の
強
み
の
活
用

文化振興

○大阪の陣400年
○中之島図書館
公会堂連携

○スポーツ文化
ダボス会議
（東京関西）？

○百舌鳥・古市
世界遺産登録
？

○大阪近代美術館
開業？

インバウンド

○大阪万博50年？

○事前準備（予選会場・キャンプ地誘致）
○関西の魅力アピール（イベントついでに関西へ来てもらうイメージ戦略を推進）

WMGの積極的な宣伝（全国・世界へアピール）

IRと関西の観光資源を融合した観光戦略の推進
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一部をプレオープン？

成田・羽田がキャパ限界：関空経由の観光客拡大

○4Ｋ・8Ｋ等のICTのイノベーション ○受け入れ体制の整備 ○地域の盛り上がり ○全国・世界への発信

○カルチャルオリンピアード（2016～2020年）

○カルチャルオリンピアード（2016～2020年）

○ビザ発行要件の緩和 ○交通の24時間化 ○通訳・ガイドの増員 ○ホテルの増設 ○関西全体を対象とした観光機構の設立

○関西広域観光戦略の各事業への取組み

○淀川左岸線延伸部（早期に着工） ○湾岸西伸部（計画決定済、早期に着工） ○名神湾岸連絡（未定）

2015年5月
関西経済同友会

関西2019・20・21委員会

生涯スポーツの聖地へ














































































